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１１月２日~４日　田島文化祭　田島体育館　あたご館

１１月6日（日）　陸上自衛隊第６音楽隊演奏会　御蔵入交
流館ホール内は満席ですが、廊下でグッズの販売予定

１１月１０日（木）　10：00～歌って元気　祇園会館　事前
申し込み制

１２月４日（日）　  田島小学校3年生・屋台歌舞伎保存会特
別舞台公演　御蔵入交流館　入場無料

チャンネル一覧

１ NHK総合

２ NHK教育

４ 福島中央

５ 福島放送

６ テレビユー福島

８ 福島テレビ

１１ 水曜日午後７時より

      コミュニティチャンネル

アナログCH

２ チャンネルネコ

４ スーパー！ドラマTV

６ ガオラ

１０ コミュニティチャンネル

１０ 朝日ニュースター

１２ ムービープラス

11ch受信設定→UHF帯域
→再スキャン。ご自分で設
定できない方は、お電話頂
ければ、設定に伺います。

2022

11 月～予定

　１０月１５日から１７日まで、田島高等学校文化祭第２０回「鴫山祭」が開催されました。今回のテーマは「輝」　
share moments share life。盛りだくさんの企画から、生徒や職員、保護者の皆さんの協力し合う姿を見ることが出来まし
た。１日目は生徒のみで行われ各クラスの発表が行われました。ミュージカルやダンスなどを発表しました。吹奏楽部と
先生方職員が出演するステージでは、６組もの先生らがステージに立ちました。２日目は一般公開されました。各クラス
では、子供から大人まで年齢に関係なく楽しめるゲームやおばけ屋敷などの展示が企画されました。
　田島高高等学校は令和５年度から南会津高等学校と統合することが決まっています。田島高校としては最後の文化祭で
す。鴫山祭実行委員長の仲田晃さんは「最後だけど３年に１回だから初めてです。みんなの協力で実施できた」と感想を
述べました。生徒会長の大竹さんは「成功した。みんな忙しい中よくやったな～。テーマを考案しました。『ずっと輝い
ほしい。一瞬をシェアしよう』という思いを込めました」と振り返りました。
　髙橋喜智校長先生は「統合後の高校は、これまでの田島高校と南会津高校の伝統を引き継ぎながら幅を広げていく学校
にしたい。寄宿舎も建設中。遠方の方も通えるようになる。総合学科となり全県から募集できる」とインタビューに答え
てくださいました。保護者は昼食の提供などで協力しました。PTA 会長の塩生さんも「私たち、生徒たちもいつも苦難を
超えて今日の日がある」とステージに立ち歌いました。販売コーナーでは、田島高校生が考案した「甘酒ヨーグルトと南
郷トマトのカップスウィーツ」が販売されました。昨年度の２年生１７人は、田島高校が取り組んでいる「南会津学」で、
高校と福島大学食農学類が参加したプログラムを通し発酵や流通について学んできました。この中で福島県が行う「ふく
しま発酵ツーリズム推進事業」に参画。発酵食品の開発を通し、スウィーツを考案しました。昨年開発したスウィーツが
鴫山祭で、ようやく一般の方にお披露目できました。

鴫山祭　田島高等学校

　10月 22 日、中荒井駅の秋の風物詩ともなった「ざる菊」
鑑賞と、如活様・永田三十三観音など史跡を巡る旅が実施さ
れました。会津若松市などからのお客様およそ３０人が会津
鉄道で訪れました。中荒井地区の渡部雅俊さんらが駅で出迎
え周辺を案内しました。

会津鉄道　中荒井駅周辺でツアー
　１０月１３日、会津田島祇園会館で介護
予防サロンが行われました。介護予防のた
めに、「声を出して一緒に歌いましょう！」
と、月に１回から２回を実施しています。
この日は１２人が参加しました。参加した
皆さんは、童謡、青い山脈などを祇園会館
の有賀さんのギターに合わせ歌いました。
後半には、グループホーム職員の湯田さん
が口の開け方などの運動を行いました。
しゃべること、歌うことは声帯の筋力の運
動になるそうです。
　次回は１１月１０日　参加料無料
事前に祇園会館 0241-62-5557 へお申し込
みください。昼食は自由。アンチエイジン
グのメニューです！

歌って・しゃべって元気

カップスウィーツ
今後の活用にも期待

建設中の
寄宿舎開会式　　　　　　　　ミュージカル＆ダンス

ざる菊　11月に
満開を迎えます


